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第 1章緒
小児期の特長は成長及び発育にあるO
成長 (growth)及び発育 (development)という言葉は語義的に区別せられ，成長とは細
胞増殖及び細胞間質の増加による“大いさ (size)"の生理的増加を意味し，発育とは，構造
或は機能の成熟度の噌加，即ち，複雑化，或は分化を意味しているO
成長の評価は，発育の夫れが，機能テストを含み複雑なるに比し，身体計測に基くものであ
るから，より正確に，より容易に実施し得る利点があるO
著者は成長観察の面から小児の生理的，或は病的現象を窺う事とした。
我々の許に成長異常を主訴として訪れる者の多数は異常でない。即ち，或は生理的成長緩徐
期を悟らざる者，或は四聞の同年令の小児，或は標準との比較から成長異常を案ずる者であ
るO 此れ等の場合は，同性周年令の標準及び生理的偏差を了解せしむる必要がある。
之に反し，例えば現在値は正常範囲にあっても，過去数年間から現在に至る計測値を通覧す
る時，其の小児が正常成長から逸脱しつ Lある事を発見し，成長異常を早期に診断し得る事が
屡々である。叉，身体各部分の測定値の釣合いを考慮する事は，成長異常の原因，或は型を評
価する上に重大なる意義を有するものである。
此れ等の場合，最も簡便に使用する方法として現今，米国(1)(2)(3)( 4 )(5)等に於て広く使用され
言
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ている Percentilemethodがある。即ち，或る集団の同性同年令の者から無作為に抽出した 
100人の大いさを，小さい者から大きい者に向ってj噴に並べて， 1から 100迄の審号を付ける。
斯様にして得た値を各年令に於て求め，同一番号の計測値を曲線で結べば年令的推移が明らか
となるO 本表の作製には縦軸に計測値をとり，横軸に年令を取る。
倦て，人の身体の計測値(例えば身長〕は同種族，同性，同年令の集団に於ては正規分布を構
成していると見られる。従って， 身体計測値の各 PercentileNo.は確率の法則を適用し得
る。即ち， No.50は平均値に， No. 75，25は土 PE(確率誤差)に， No. 90，10は土 2PE
に， No. 97，3は+3PEキ +2σ(標準偏差の 2倍)に， 
No. 99，1は土 3σに近似している。(図 1)
従って， Percentileの位置を知る事によって， 同時に平
均と分散の概念を直ちに理解する事が出来る。
本邦に於ける Percentilemethodの使用は，大和田等仰
が骨年令標準の作製に使用せるのみで，正常小児及び成長異
常患児の計測的研究に用いたる者を未だ見なし'0 
図 1 Percentileとσとの関係 
50 
9 
著者等仰は，本法を用いて， 小児の成長に就いて， 2，3 
の知見を得，更に，従来，比較的放置せられている成長異常児の発見及び診断に資するものを
得たので報告し，更に，本安川、児の実測値より，容易に Percentileの位置を知り得る万法を
案出し記載した。
第 2章検査方法並びに検査対称
都市小児としては，千葉大学附属小中学校生徒 
を，農山村小児としては，長野県下伊那郡大下条村
小中学校生徒を用い，各年 4月に行し、たる定期身体
検査に基き，身長，体重，胸囲，坐高に就いて，昭和
26年より昭和 30年度に至る 5年聞の全生徒の中か
b 各学年男女夫々 ， 100名の計測値を無作為に取 
Percentile Table を付して，Percentile No.り， 
を作製し， 叉， 30年度中学 3年生のみに就いての，
小学 1年当時から，中学 3年に至る迄の連続的追求
による PercentileTableは，人員が 100名に満
たなかったので，平均値と標準偏差を数学的に求
め，逆に Percentileに換算して作製した。
本邦全国小児の Percenti1eは，厚生省発表ωの
昭和 29年度， 各年令の平均値と標準偏差から数学
的に求めて PercentileTableを作製し， Percen-
ti1e簡易算出法には，上詑の平均値と， 昭和 22--
29年度間の標準偏差〈σ〉の平均値を用いた。
成長正常児には，千葉大学附層中学校生徒にて，
臨床的諸検査にて全く異常を認めざる小児を用い，
成長異常患児とは，千葉大学小児科外来昭和 26--
31年の 6カ年聞に臨床諸検査に依り診断した者で，
其れらの実測値を，昭和 29年度全国小児の Perce-
ntile Tableに当てはめた。
第 3章検査成績
第 1節都市小児の Percenti1e
(1)都市小児の Percenti1eTable 
都市小児の小学 1年 (6--7才〉より中学 3年(14 
--15才〉に至る迄p 男女に分けて，身長，体重，胸
囲，坐高に就いて， Percenti1e Tableを描けば，
図2--9の如くになる。
くわ男女成長曲線の交叉く2--9図〉
胸囲以外の男女の成長曲線を比較するに，女子は
何れも小学4年前後から急激に成長して，男子の実
測値を凌駕し，男子は中学 2年前後に女子の実測値
を凌駕する。図中， xは男女計測値の交叉点で，最
初の交叉点は女子の実測値が男子の実測値と交叉し
て男子勾実測値を凌駕せんとする時期で，之を第 1
期交叉と称する事とし，第 2回目の交叉点は男子の
実浪.tl値が女子の夫れを凌駕せんとする時期で，之を
第 2期交叉と称する事とする。
第 1期交叉=小学 3年~小学5年 (8--11才〉
第 2期交叉=中学 1年~中学3年 (12---15才〉
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(3) 年次的~動
昭和 30年度中学 3年生のみに就いて，小学 1年
生の時代から，中学3年に至る迄，毎年追跡計測し
て， その計測値に就いて Percenti1eTableを描
き，之を各学年昭和 26年より昭和 30年に至る 5年
間の小児の計測値から作製した前記 Percentile 
Tableと比較すると， 中学 3年では前者は昭和 30
図 10 
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年に於ては最も新しい時代の小児の Precentile
となり，小学 1年では前者は 8年前の小学 1年生の 
Percenti1eを意味する事となるが， 図 10-13に
示す如く， 30年度中学 3年生のみの各 Precentile 
No. の実測値は，各学年昭和 26-30年に至る 5
年間の小児の実測値に比し，低学年ではより低値を
示し，高学年では，より高値を示している。即ち，
都市小児に於ては逐年の増加が著明なる事を意味し
ている。
第 2節農山村小児の Percenti1e
(1) 農山村小児の Percenti1e'Table 
都市小児の場合と同様に，農山村小児に就いて描
けば図 14-17の知くになる。 
(2) 男女成長曲線の交叉(図 14-17) 
都市小児の場合と同様に，男女の成長曲線を比較
すると，
第 1期交叉=小学 4年~中学 1年 (9-13才〉
第 2期交叉=中学 1年~中学3年以後 
(12 -15才以後〉 
学年 . ， 幽 門 〆、 司田小学vL ，-dqδ BEad-dFD
内 品
“， 。
0
・'小学
Z 
4 5 6中 1 2 3 5A - E  u
学 学
Rxhn身剖剣子市下Ed回大
仰仁川 
t 
m
印 
150 
140 
130 
r~'...I 
l∞ 学年 
川 切  80 
70 
65 
60 
55 
信学 』  
EE
圃噌 
BA
一中学adn
口a A
3 
2 
第 6号	 篠本: 小児成長の統計的研究 -1311ー
にて，第 1，第 2期交叉時期， 即ち，女子の計測値 的増加は明らかでなかった。 
が男子の計測値を凌駕する時期，及び，次いで男子 (4) 都市と農山村小児の成長比較(図 22.--25) 
の計測値が女子の計測値を凌駕する時期は，都市の 農山村小児の Percenti1e守ableを，都市小児
夫れに比し，総体的tこ遅れて発現する。 の夫れと比較すると，都市小児は身長，体重，坐高
(3) 年次的~動	 に於ては，農山村小児より優位にある。
都市の場合と同様に，農山村小児に就いて比較す 例えば， Percentile 50にて比較すれば，身長に
るに，図 18= 21の如くで，特に男子に於て，年次 於ては，小学 1年生では，男子にて， 2.5cm，女子に
図 17	 図 18 図 19
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て2.7cm，中学 3年では，男子 3.2cm，女子 3.8cm， 第 3節本邦全国小児の Percentile
何れも都市小児が農山村小児に優っており，体重に (1)本邦全国小児の Percentile Table 
於ては，小学 1年では，男子 0.5 kg，女子1.1 kg， 全国小児の平均値と標準偏差から，各年令の 
中学 3年では，男子 3.0kg，女子 3.3 kg，都市小児 Percenti1eを数学的に求め， Percentile Table 
が優っている。 を作製した。(図 26 --33) 
胸囲は，両者に大差を認め得なし、。 (2) 男女成長曲線の交叉(図 26 ~33) 
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第 l表 全国小児身長・体重平均値及び標準偏差
年 i 男
身長
子
身
女
長 
子
l体重
令 平均値 I ~/121 σ 平均値 1 ~/121 σ 平均値 ld/12; σ 平均値 I ~/121 σ 
1 1/2 
2 1/2 
3 12
4 1/2 
5 1/2 
6 1/2 
7 1/2 
812 
9 1/2 
10 1/2 
11 1/2 
12 1/2 
13 1/2 
14 1/2 
15 1/2 
16 1/2 
17 12 
18 1/2 
64.3 
76.4 
84.5 
91.5 
98.3 
104.0 
109.3 
114.4 
118.5 
124.1 
128.'9 
132.9 
137.7 
142.6 
149.7 
155.3 
158.9 
160.4 
161.2 
1.01 
0.68 
0.58 
0.57 
0.48 
0.44 
0.43 
0.34 
0.47 
0.40 
0.33 
0.40 
0.41 
0.59 
0.47 
0.13 
0.07 
6.5 
5.4 
5.4 
5.2 
5.4 
5.5 
5.7 
5.8 
5.8 
6.0 
6.0 
6.6 
7.1 
7.9 
8.4 
7.9 
7・1 
6.4 
7.11 
9.68 
11.69 
13.58 
15.26 
16.67 
18.39 
20.33 
22.28 
24.74 
26.87 
29.29 
32.00 
35.65 
41.14 
46.00 
52.47 
54.49 
0.21 
0.17 
0.16 
0.14 
0~12 
0.14 
0.16 
0.16 
0.21 
0.18 
0.20 
0.23 
0.30 
0.46 
0.41 
0.33 
0.21 
0.09 
1.63 
1.58 
1.64 
1.98 
183 
1.96 
2.09 
2.52 
2.81 
3.18 
3.51 
3.99 
4.79 
5.97 
6.66 
5.98 
6.54 
6.44 
5.95 
63.8 
75.6 
83.7 
90.8 
97.1 
103.3 
108.3 
113.5 
118.6 
123.6 
128.6 
134.0 
139.5 
144.4 
147噌5 
149.6 
150.7 
150.9 
151.7 
0.98 
0.68 
0.59 
0.53 
0.52 
0.42 
0.43 
0.43 
0.42 
0.42 
0.45 
0.40 
0.41 
0.26 
0.18 
0.09 
0.02 
0.07 
6.3 6.81 
5.3 9.26 
5.1 11.16 
5.1 13.22 
5.2 14.75 
5.4 16.25 
5.4 17.55 
6.0 19.58 
5.9 21.90 
6.1 23.82 
7.2 I29.83 
7.4 33.64 
7.2 38.23 
6.3 41.50 
5.9 45.47 
5.7 47.74 
5.4 48.72 
5.6 49.58 
0.20 
0.16 
17 I1.580.17 
1.69 
0.13 
1.76 
1.13 
1.97 
0.11 
2.14 
0.17 
2.64 
0.19 
2.85 
0.19 
3.23 
0.22 
i3.64 
0.28 I 
0.32 
5.47 
0.38 
6.06 
0.27 
6.10 
0.33 
6.01 
0.19 
5.94 
0.08 
5.66 
0.07 
5.69 
第 2表平均値よりの隔り (t)と 
坐高
第 1期交叉 9~11き才
Percentileとの関係 
第 2期交叉 13き ~16 才
Iperce山 l- 此れ等の交叉時期は，概して，都市と農山村に於tfpercen山 
ける交叉時期の中聞に位する。 
(3) 本邦小児 Percentie簡易算出法
ι τ
1505050505
つ 
培必 
1i1iqrMqbqO
dd
2.33+2.33 
+1.64 
+1.28 
+1.04 
+0.48 
+0.67 
+0.52 
+0.39 
十 0.25 
+0.13。
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木邦小児の身長及び体重の実測値より， Percer;t-1.28-
tileの{立置を簡易に知る方法として，次に「全国小
児身長体重平均値及び標準偏差Jの表と， r平均値よ
りの隔り (t)と Percetileとの関係Jを示す表を
挙げる。〈表 1，2) 
計算例， 合 10年 3カ月，身長 130.5cm 
此の小児の身長の Percentileを求む
1.04-
0.84-
0.67-
0.52-
0.39-
0.25-
0.13-
身長
第 1期交叉 9 ~11き才
第 2期交叉 12き ~15 才
体重
第 1期交叉 8~12占才
第 2期交叉 13t ~16才 
身長 10年 3月の平均身長 
t=_Q号O.笠二二c_竺笠二旦二40一三笠=+ 0.47 
10年の身長の標準偏差(6.0) 
t= +0.47の時 
0.47 -0.39Percentile = 65 +5 xー 一一一一一ーキ 68
0.52ー 0.39
第 4節正常小児の成長観察
正常成長の小児の実測i国を全国小児の Percenti・ 
1e Tab1eに当てはめて見ると，表 3及び図 34.-.. 
37の知くになり，
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第3表正常小児成長観察
1 
2 
3 
4 
5 
一一一一-LL16|71819110 下ii-f12-T-i3_~
身長 l実測値 Om11174 122.8 128.5 144.5 151.6 162.1 170.7 
Percentile No 1.94 90 94 93 1 96 97 97 99 99 
合
ぺ担01ペペペn 55.0 Percentile No 93 1 93 1 93 1 86 1 87. 1 89 86 1 99 98 
叶初111~.7 129.5 134.0 139.9 吋「 1町 3合 身長 Percenti1e No 86 1 81 1 83 81 82 87 90194188ぺ2112「お5ln013r6 出 01ぺ括5
合 
♀ 
体重 実測値 (kg) 
Percenti1e' No 63 j 61 1 53 1 61 1 63 1 73 67 1 79 1 74 
実 浪1 値 (cm) 106.1 110.7 115.2 119.4 133.7 138.7 146.3 
身長 
Percenti1e No 27 29 30 23 20 1 27 30 32 35 
実 視1 値 (kg) 17.5 19.2 29.5 32.5 37.5 
体重 
Percenti1e No 31 33 26 1 23 29 1 31 30 30 30 
[ 何十 133.1 138.0 144.6 151.9 157.5 Percenti1e No 1 84 1 86 1 86 1 83 76 71 76 86 97 
重|実測値 Ekdl「ぺ 235i260 moiぺ3361385 45.0 
体 Percenti1e No 1 57 1 64 1 71 1 73 66 1 58 1 50 1 52 73 
身長実測値 (cmコ 11~~.111:~.111:~.611::.811~~.611~~.111~=.111~~.311~~.5 
Percentile No 1 35 1 34 I 36 1 38 1 44 45 1 59 1 61 1 71 
|体重|実測値引 1604H:20小 1291345110Perce~ti1~~~__J_23_ J 25 121 I17 I22 ; 16 I25 27 I_~~ 
身長 I実測値仁田〉 1032 11711|12181| 126613181幻 31142.7 
Percenti1e No 1 18 1 20 1 20 1 14 1 8 1 4 1 15 1 15 I 20 
6 ♀ 
実測値制「 m 山 2051223lm 制 30.0 描 5
17 .1 体重 Percenti1e No I 19 I 14 I 17 I 20 I 6 I 18 I 9 I 19
図 34 IE常小児成長曲線(男子身長〉 図 35 正常小児成長曲線(男子体重〉 
cm 
20 
15 
10 
。 
o1 2 3 4 5 6 7 8 91011121314151617181920 
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図 35 .IE常小児成長曲線(女子身長〉 図 36 正常小児成長曲線〈女子体重〉 
CJn 
190 r-例4 J;. 
1 5 0 
年令 
  
40 1-ι」
 
o 1 2 3 4 5 6 7 8 91011121314151617181920 
1) 成長経過中， 正常小児に於ては Percenti1e 除き，伺れも， Perc~ntile の付・置の移動が犬にし
の位置に大なる愛動なく成長し， て， Percenti1e 1 ~99の外に逸脱，或は逸脱しつ 
2) Percentile 99 ~1の間に位する。 ふある。
第 5節成長異常患児の成長観察 2) 肥酔症では，体重は Percenti1e99より上に
成長異常患児の実測値を全国小児の Percentile 逸脱しつ Lあるが，身長は Percentileの位置の移 
Tableに当てはめて見ると，図 38 ~43 の如くに 動が少<，且つ， Percenti1e 99 ~1の中にある。
なる。 3) 胎児性軟骨異栄養症では，身長は逸脱の傾向
但し，	 c=胎児性軟骨異栄養症 が著しいが， 体重， 坐高は Percenti1e99--1の
M=粘液71'<腫 中にある。 
H=下垂体性小人症 4) 粘液水腫で、は，体重の逸脱の傾向は比較的に
F=肥併症 少いが身長坐高は著しし、。
1) 成長異常患児の身長は成長経過中，肥肺症を
図 38 成長異常患児成長曲線(男子身長〕 図 39 成長異常患児成長曲線〈男子体重〉 
cm kg 

190 

年令 
40 U 01 IIII II_l_ I1IIIIIIII 1II 
o1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920 o1 2 3 4 5 6 7 8 9 ~O!1121314151617181920 
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図 40 成長異常患児J成長曲線(男子坐高〉 図 41 成長異常患、児成長曲線〈女子身長〉
年令 
  
20 I 1111111111111111111 

o1 2 3 4 5 6 7 8 91011121314151617181920 

図 42 成長異常患児成長曲線〈女子体重〉 
F
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第 4章総括並びに者按
著者が Percentilemethodを利用して観察せ
る一般小児，及び，成長異常患児に関する成績を従
来の文献と比較検討しつ L考般を加えて見る。
成長及び発育に影響する普通の因子としては，遺
伝，性，種族，栄養，早産，先天性崎型，内分泌系
障碍，代謝障碍，感染，貧血，衛生環境，悪性腫療
等が考えられるが，生活様式，自然環境，等に於て 
J極めて相違せる都市小児と農山村小児の成長状態を
比較する事は興味深い。
従来，都市，農村の成長比較に関する報告は多く，
年令 
  
40 1LLLIII 111 11 1 LU....LLLLJ 

o1 2 3 4 5 6 i8 91uii12131-!151tililB192D 

図 43 成長異常患児成長曲線(女子坐高〉 
CT.il 
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附田〈9〉，栗山1(10)，小泉(11)(12)等は都市小児の成長は
農村に優るといっているが，木邦小児の成長に関し
ては，大戦の影響を無視し得ず，戦後の小児体位の
低下に就いては多くの報告があり，飯島(13)は，大戦
の影響は都市に強く見られ，昭和 30年に至るも尚，
都市小児は，農村小児の身長，体重に劣るが，逐年
の増加は都市に著しく，農村では逐年の増加が認め
られないと報じてし、る。
山岳地方，或は斜面地方の小児の成長に関して，
、江藤(14L新田〈15〉，辻(16)，桑原【17〉，附田〈9L田中C183，
野瀬〈19L 相良(20)の報告では，伺れも，平坦地に比
第 6号 篠本: 小児成長の統計的研究 -1317ー
し身長短小，広胸なる事・を認めている。
著者の比較せる 2地域は，一方は，東京の衛星都
市たる千葉市の中でも比較的知識層の家庭出身の多
い千葉大学附属小中学校学童生徒であり，一方は，
都市との交通少き伊那谷の山深き農山村である。
両地域の小児の成長を観察せるに，身長，体重共
に都市小児の成長曲線は農山村の夫れを上廻ってい
る。叉，都市小児の成長の逐年の増加が著しく，特
に女子に著しい事，農山村小児に其の傾向が少い事
もよく諸家(13)の成績と一致している。
他方，胸囲は，従来の報告の如く，著者の成績に
ても，都市と農山村の夫れが略々等しく，僅に(中
学 3年以外〉農山村小児が都市小児に優っていた。
これは，延}Iド21)(2)のし、う知く，山村は坂道を登る 
運動が多く，酸素必要度を増し，不知不識の中に深
呼吸を行う事多く，胸廓の発達を助長せじめる為で
はなし、かと思われる。従って，農山村小児の体格は
都市に比し，低身長，軽体重，広胸を呈するものの
如く観察され，か Lる体格の相違は自然環境及び食
生活の相違に負う所が大と思われる。
此の様に Percenti1eの実測値が地域によって差
異があるので，これを普偏的ならしめる為，著者
は，本邦全国小児の Percenti1eTableを措き，更
に，年令と実測値を知れば簡易に被検者の Percen-
tileの位置を知り得る方法を考案記載して後学に
資するようにした。
思春期活動と同時にあらゆる臓器や組織の成熟が
急に起り，其の中でも特に身長の増加が急に目立つ
て起る事を adolescentgrowth spurtとし、うが， 
adolecent -growth spurtの時期に就し、ては男女
に於て相違ある事は内外諸家の一致せる所である。
Stevenson(23)によれば，女子の骨成熟は総ての年
令に於て男子の夫れより優怜であるが，特に思春期
に於ては約 2年早熟であるとしづ。叉，同氏の米国
に於ける身長及び体重の PercentileTable(24)に
於ては， 11年に於て女子は男子をしのぎ， 14--14~ 
年に於て男子が女子を凌駕している。
本邦人に就いては，秋田(25)は男子の発育状態は 9 
才以前の 3カ年聞は女子を凌駕すれども， 9才以後
の3カ年聞は女子が男子を凌駕すると述べ，高畠(26)
は，身長は 7才乃至 10才末期迄男子の身長が女子 
を凌駕するが， 11才に移行する噴に至って却って女
子に凌駕せられる。即ち，男女両曲線は 10~ 1l才
に於て変叉する。此の交叉は{昨地に至る程遅延し，
都市殊に大都市に至る程此の交叉は早期に現れると
いい，諸家(27)(28)(抑制〉の報告は，男女間に，その開
始が 1~3年の相違がある事を認めている。著者の 
Percentile Tableより見るに，本邦人に於ては，
身長は 9~11 才半に於て，体重は 8~12 才半に於
て， 坐高は 9~11 才半に於て， 女子の成長は男子
を凌駕し，身長は 12 才半 ~15才，体重は 13 才半 
~16 才， 坐高は 13 才半 ~16 才に於て男子が女子
を凌駕する事を認め，且つ，身長，体重，坐高，共
に都市小児の交叉は農.山村の夫れより約 1年早く発
現する事が認められ，都市小児は農山村小児に比
し成熟年令が早期なる為と思われ，都市，農山村
小児の成長の相違は社会的環境による成熟年令にも
帰国する所が犬なる事と思う。
Stevenoson∞は健康な成長経過に於ては一定の
身体計測値は一定の Percenti1echannelをたど
る傾向があり，例えば，年と共にー少年の一定の計
測値の Percenti1eが降下して行く時には，例え現
在は同年令の標準値にあっても，其の少年は何らか
成長に対し不良な因子があるものとして検査すべき
であると述べ，叉，或る少年の身体計測値の総てが
同ーの Percentilechannelにあるとは限らなし、
が，健康な成長に於ては各測定値は個人により一定
の Percenti1echannelをたどるものであるから，
例えば，身長の Percenti1eは90であって， 体重
の_Percenti1eは3であるとし、う時には，其の少年
は余りに細し、とし、う事によって原因を探究すべきで
あるが，連続検査にて，常に其の様である時には，
其の少年は所謂筋肉質の少年であると説明され得る
といっている。
著者の調査に於ても，正常小児の Percenti1eは，
身長，体重，共にそれぞ、れの小児によって一定の関 
係を保持しつ与 Perceti1eの位置に薯斐なく成長
する事・が示されており，且つ Percenti1e99，_.1の
間にある事が認められた。
著者の対称とせる成長異常患児には，胎児性軟骨
異栄養症，粘液水腫，下垂体性小人症，肥酔症，が
含まれるが，此等患児の計測値を著者の作製した
Percenti1e Tableに当てはめて見ると，胎児性軟
骨異栄養症，粘液水腫，下垂体性小人症では特に身
長に於て低い Percenti1eをとり， 年令と共に
Percenti1eが降下し，遂には， Percenti1e 1以下
となる。肥併症では特に体重に於て高値をとり，遂
には Percenti1e99以上となる事が認められる。
叉，身体各部の釣合いの面から見ると，胎児性軟骨
異栄養症では，身長が Percenti1e1以下に甚しく
-1318- 千葉医学会雑誌 第 33巻
逸脱するに拘らず， 坐高は Percenti1e99--1の
範囲にあり，本症の成長異常が四肢短小に由来する
事に一致してし品。叉，粘液水腫で‘は，身長，坐高は
Percenti1e 1以下に逸脱，或は逸脱しつ Lあるに
拘らず体重は Peraenti1e1以上にあり，ヌド症が浮
腫状を呈する故に，比較的に体重が大なる為と思わ
れる。かくの如く，身体計測部位の各 Percenti1e
第 5章結
の聞の相違は，成長異常を来す疾病により，それぞ
れ特異性のある事が示される。年少児の場合には，
成長異常患児に於ても， PerceIlti1e 99--1の外へ 
の逸脱が少いが，これは，未だ成長異常が著明とな
らぬ為と思われ， Percenti1eの愛動を経過を追っ
て観察する事は，此等成長異常児の早期発見及び診
断上意義深いと思われる。
論
小児の成長状態を批判する方法として， Percenti1e Methodを用いて，都市， 農山村学童
生徒及び本邦小児に就いて検討し，更に，正常児及び成長異常思児の成長を観察し，次の成績
を得た。 
(1) 身長，体重， 坐高共に都市小児の成長曲線は， 農山村小児の夫れを上廻っているが，
胸囲は両地方にて略等しく，従ってi農山村小児の体格は，都市に比し，低身長，軽体重，広
胸であるO 
(2) 都市小児の成長は，遂年向上しつ Lあるが，農山村に於ては其の傾向が少い。 
(3) 本邦小児に於ては，身長は， 9，_.11才半に於て，体重は， 8 12才半に於て，坐高は，，"， 
9""' 11才半に於て，女子の成長は男子を凌駕し， 身長は， 12才半，_.15才に於て， 体重は 13
才半_， 16才に於て，坐高は， 13才半，_.16才に於て，男子の成長は女子を凌駕する。此の交
叉時期は，都市は，農山村の夫れより，約 1年早く発現する。 
(4) 上述の如き都市小児と農山村小児との成長の相違は， 自然環境及び社会環境の相違に
負う所が大であると思われる。 
(5) 本邦小児の PercentileTableを作製し，之に，正常児及び成長異常恩児の計測値を
当てはめて成長を観察せるに，正常児では身体各部位の Percenti1eの閥に，一定の釣合いを
保ち，且つ， Percenti1e 1..， 99の間にある事を認めたが，成長異常思児では， Percenti1e 1 
身体疾病の種類により，ある事を認め，且つ，それぞれ，Lの外に逸脱，或は逸脱しつ99_， 
各部位の Percenti1eの聞に特有な関係がある。 
(6) 成長異常児の早期発見， 及び， 診断上 Percenti1eを年を追って観察する事は意義深
し"0
更に，著者は，本邦小児の実測値より，容易に Percenti1eの位置を算出する方法を考案し
て記載した。
摘筆に当り，終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜わったd恩師佐々木哲丸教授に，要心より謝意
を捧げます。叉，多大なる御援助を与えられた中島博徳講師に深謝致します。
猶，千葉県教育庁，長野県衛生部，及び関係中，小学校に於ける諸先生の御協力に厚く御礼申
上げます。
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